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1．はじめに

気候変動への適応と農業の大規模化・効率化のた
めに，気象情報や作物モニタリング情報などを活用
した様々な栽培管理支援情報の創出が求められるよ
うになってきている中，国立研究開発法人農業・食
品産業技術総合研究機構（農研機構）では，情報活
用によって気候変動下の農業を支えるとともに，
データ駆動型農業を実現するための，気象データ，
作物生育学習モデル，情報ツール群の開発を行って
いる．
　その代表的なものが，農研機構メッシュ農業気象
データシステム 1）である．現在では，研究者はむ
ろんのこと，農業団体，農業従事者のほか，自治体
の政策担当者や学生実習などにも使われ，常時
1300 人以上のユーザーを要する．
　ここでは，農業における気象データの活用につい
て，その現状を，農研機構メッシュ農業気象データ
システムを中心に述べるとともに，「日本域気象再
解析」等を用いたデータの開発改良など，さらなる
活用について論じることとする．

2．「農研機構メッシュ農業気象データ」

　農研機構メッシュ農業気象データ（The Agro-
Meteorological Grid Square Data: AMGSD, NARO）
は，気象情報が農業現場で有効に活用されることを
目指し，農研機構が開発し，運用している気象デー
タサービスである．全国の日別気象データを，約
1km 四方（基準地域メッシュ）を単位にオンデマ
ンドで提供する．提供する気象要素は 14 種類（図 1）
で，提供可能な期間は 1980 年（一部のデータは
2008 年からのみ）1 月 1 日から現在までのデータだ
けでなく，1 年後の 12 月 31 日までの未来のデータ
もシームレスに得られるところが大きな特徴である

（図 2）1）．
　気象庁の気象官署やアメダスシステムにおける観
測データから 1km メッシュデータを作成する手法
については，大野ら 2）が開発したもので，気象庁
のアメダス観測データ，および一部のデータについ
ては気象庁全球数値予報モデルの日本域の値（GPV）
を用いて，気象庁の平年値メッシュを置き換えたも
のである．
　このデータシステムは，
①�農業に関連する多彩な気象要素が，空間解像度を

基準地域メッシュ（3 次）に合わせた約 1km ×
1km で整備されている．

②�作物の生育期間を通したデータが利用可能で，ま
たデータは日々更新されている．

③�多数のサンプルを用意した Python 等のプログラ
ミング言語での処理が容易であり，表計算アプリ
のシートにデータを直接取り込むなど，自在な
データ処理が可能．

④�メッシュの平均標高や都道府県範囲など，周辺
データも用意している．

⑤�過去に提供したデータの再現，および 2100 年頃
までの将来気候シナリオも整備されており，マル
チスケールの解析が可能．

など，多くの有用性を持つ 1）．

3．�気象モデルデータ（日本域気象再解析）へ
の期待

　農研機構メッシュ農業気象データは，上述のよう
に，日本域限定ながら空間解像度が約 1km と，上
記のデータセットより小さい．しかしながら，本シ
ステムの過去値は気象要素ごとに，主に気象庁のア
メダス観測統計値を補正したものであり，極端気象
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に極めて重要な日射・日照の観測が停止され，衛星
データを基にした推計気象分布に切り替わってい
る．
　このように，すでに農研機構メッシュ農業気象
データシステムは，地上観測・アメダスありきから
GPV データや面的データへの移行を進めていると
ころであり，なかでも気象モデル出力の利用拡大が
必要とされていたところである．
　ここで，科学技術振興機構（JST）の競争の場形
成プログラムでは，東京大学先端科学技術センター
を拠点とする「地域気象データと先端学術による戦
略的社会共創拠点（愛称：ClimCORE）」を 2020 年
から約 10 年の長期プロジェクトとして開始した．
　このプロジェクトの中核をなすのは，「日本域気
象再解析」データである．これは，最新の気象予報
モデルとデータ同化システムを用いて，過去の観測
データを使って過去の客観解析データを作り直した
再解析データのうち，特定の領域（この場合は日本
域）を対象とする領域再解析データで，空間解像度
は 5km 四方となっている 4）．
　前半で述べたように，農研機構メッシュ農業気象
データでは既に，気象モデルの出力を一部用いてい

の再現性や要素間の整合性に欠ける場合がある．ま
た湿度はもともとアメダス値がなかったため，気象
庁の現業予報モデル出力を，全国で 100 地点程度し
かない気象官署の値にのみ依存して補正しているこ
と，さらに地上風速は同じく気象庁の現業予報モデ
ル出力をアメダスデータにより補正しているが，そ
の測定高度の相違については考慮していない，など
の問題点がある．また今後，気象庁はアメダス観測
システムの大幅な転換を始めており，農作物の生育

Fig.2　�Conceptual diagram of the Agro-Meteorological 
Grid Square Data, NARO.

図2　�農研機構メッシュ農業気象データシステムのイメー
ジ図。文献1）を一部改変。

Fig.1　The weather elements in the AMGSD, with (upper) daily values and （lower） hourly values.
図1　メッシュ農業気象データシステムに搭載している気象要素。上段は日別値、下段は時別値。文献1）を一部改変。
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シュ気温・降水量データの作成，生物と気象，
16，71-78　（2016）.
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Fig.3　Concept map of the regional meteorological reanalysis of Japan
図3　日本域気象再解析の概念とデータ処理の流れ（文献4））




